
会議名 令和3年度益田市スポーツ推進審議会

日　時 令和3年１２月２２日（水）１４：００～１６：００

場　所 市民学習センター　1階　1０２号室

議　題 　（１）中学校部活動の今後について

　（１）中学校部活動の今後について

〈事務局より〉
・本日の資料として「運動部活動の在り方に関する総合的なガイドライン」というスポーツ
庁が発行しているものと、益田市教育委員会が発行している「益田市中学校に係る部活動
活動方針」をお配りしている。
・この資料をご一読いただき、ご感想をお聞きしたい。

（岸委員）
・卓球競技で益田市内の生徒の中には日本３位になるような生徒がいる。今の時代、各種目
において専門性を持った指導者が部活動の指導を行った場合、顧問をしている教員の負担も
軽減する。

（日高委員）
・スポーツ施設の運営者として、ここ数年の状況をみると「スポーツをしたい！体を動かし
た！」という若者は多いと感じる。しかし、部活動に入ってまではしたくないという若者も
多い。
・弓道部やテニス部ではないが、弓道場やテニス場を利用しに来る生徒がいるので、体を動
かしたいというニーズはあると思う。

（波田委員）
・学校の部活動では種目が限定されるので、他地域まで行ってやりたいスポーツをしている
生徒もいる。また、部活の合間にレクを取り入れ、チームビルディングや違ったスポーツの
楽しさを伝えることができれば良いと思う。

（安東委員）
部活動を盛り上げるためには学校・部活・家庭の連携が必要だと感じている。外部講師を取
り入れる際も運営にかかる体制の構築を考えていかなくてはならない。
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（寺戸委員）
・外部講師による部活動指導の運用に関しては徐々に浸透してきているが、本当に可能なの
か疑問に思っておられる方も多い。

【現在の益田市の状況について】
（寺戸委員）
・現在益田市の中学生で運動部に所属しているのは８９４名、文化部は２４７名、入ってい
ないが６４名となっている。
・また外部講師として指導している人数は１０名で種目としては陸上、バスケットボール、
サッカー、卓球となっている。

（大畑課長）
・近年では校区外部活動もあったりするが、誰でもいいから教えれば良いというものではな
い。
・専門性をもった指導者や民間団体が指導するためには行政のサポート体制の構築が課題と
なる。

（大賀委員）
・総合型スポーツクラブが益田市に出来るのが理想。一般企業や民間団体が受け皿となり、
それを行政が支援していく体制を作らなくてはならないと思う。
・今回の部活動のあり方については、子ども達のスポーツ環境を良くすることがスタートで
はなく、学校教員の働き方改革を行う中で出てきた問題であるが、「地域が子ども達を育て
る」という意識を持ち、持続して運営していける民間団体を作ることが大切だと思う。

（大畑課長）
・スポーツの価値は勝敗だけでなく、上下関係や地域の人から応援されることなど心身共に
成長できるこという価値もある。

（寺戸委員）
・中体連としても外部講師による部活動指導についてのあり方を考えていかなくてはならな
い。水泳は部活動としては無いが、民間の受け皿があり、どの道に進みたいか選べる。

（大賀委員）
・剣道は部活動が無いのでクラブチームに所属して行うしかない。種目によっては水泳の例
のように民間クラブチームとしてやりやすいものがあると思う。
・種目ごとに外部講師や受け入れ民間団体について実態調査を行い、運営方法を考えていく
必要がある。

（大畑課長）
・本日いただいたご意見をまとめると、専門性を持った外部講師による指導は、上を目指し
たい生徒にとって必要である。また、学校での部活動に無い種目をやりたい生徒は総合型ス
ポーツクラブのような民間の受け皿があった方が良い。
・今後、種目ごとに外部講師の受入れ状況や、民間で中学生の受入れをしている実態調査を
行い、生徒にとって良い形を考えていきたい。

　（４）その他について
〈事務局〉
・本日の皆さんのご意見を基に事務局内で整理し次回の会議までにお返しする。今年度は、
もう一度３月に会議を開催したいと思うのでよろしくお願いしたい。
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